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１．はじめに

＜目的＞

小平市民に親しまれている鷹の橋から久右衛門橋までの玉川上水において、上水敷地

両岸に連なっている樹林地の植生調査を行う。本調査により得られた結果は、今後の玉

川上水における植生の保全や管理に関する資料として活用し、多くの市民に親しまれる

自然環境が維持されて生物多様性を継続できることを目的とする。

＜調査地＞

玉川上水歴史環境保全地域における鷹の橋から久右衛門橋までの上水敷地両岸とする。

＜調査内容＞

（１）フローラ（植物相）調査は、玉川上水歴史環境保全地域の鷹の橋から久右衛門

橋の上水敷地両岸に出現した全ての植物種について調べた。

（２）コドラート法の植生調査は、鷹の橋から久右衛門橋の上水敷地両岸で、春期と

秋期に行った。左岸に 3 カ所、右岸に 3 カ所のコドラート調査区を設けて、各調査

区内にはサブコドラートを 3 つ設置した。サブコドラート毎に各階層の植被率（％）

とその層の種毎の被度（％）を目視で調べて、緑で覆われる割合を求めた。

なお、フローラ調査は各階層や種毎の存在量が分からないが、コドラート法の

植生調査から求めた各階層の植被率（％）と種毎の被度（％）は、今後の雑木林の

植生がどのように推移・遷移するかが予想出来る。

玉川上水歴史環境保全地域 鷹の橋から久右衛門橋
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２．フローラ調査の結果とまとめ 

   

＜方法＞ 

2015 年 6月 15 日に、鷹の橋から久右衛門橋までの玉川上水の敷地両岸で、植物相（フロー

ラ）の調査を行った。  

調査方法は、鷹の橋から久右衛門橋までの流域を左岸と右岸に分けて、柵内の高木層、

亜高木層、低木層、草本層に出現した全ての植物種名を記述した。 

 

＜結果＞ 

フローラ調査の結果は、表１に左岸の結果について、表２には右岸について示した。 

 

（１）左岸と右岸の両岸の高木層に存在している樹木は、コナラ、クヌギ、イヌシデであり、

ウワミズザクラは左岸にのみ見られた。 

（２）亜高木層には、左岸と右岸にエゴノキ、イヌシデ、ミズキが存在して、イヌザクラとウ

ワミズザクラは左岸に見られた。     

（３）草本層（林床）と低木層に見られた低木の在来種は、両岸にウグイスカグラ、ウツギ、

ガマズミ、コゴメウツギ、サルトリイバラ、ツルウメモドキ、ノイバラ、マルバウツギ、

ムラサキシキブが生存していた。 

   この他に、左岸にはイボタノキ、ニシキギ、ニワトコ、ヤマコウバシが、右岸にはテイ

カカズラ、ニガイチゴ、ヤヌツバキ、ヤマツツジが見られた。 

（４）草本層（林床）の草類の在来種は、キンラン（環境省 RDB VU）とチゴユリが両岸で確認

された。また、左岸にはサイハイラン、シュンラン、ヒメカンスゲ、ムサシアブミ、フタ

リシズカ、ホウチャクソウ、ヤマユリなどが生育して、右岸ではシオデ、センニンソウ、

ヒヨドリジョウゴ、ヤブランなどの在来種が生存していた。 

（５）両岸の各層に出現した種の数は、表１、表２の下段と表３に示した。草本層（林床）は

左岸で 50種、右岸で 41種出現して、左岸が右岸より 9種多かった。 

   低木層では、左岸が 28種、右岸が 36 種存在して、右岸の方が 8種多かった。高木層と

亜高木層の種数には大きな差はなかった。 

   植物相の全種数は、左岸で 68種、右岸は 75種であった。 

（６）表４には、左岸と右岸に出現した外来種、園芸種、庭木の種数を示した。 

   外来種、園芸種、庭木の種数の合計値は左岸が 9 種あったのに対して、右岸では 14 種

と多かった。 

   その内の外来種は左岸で 4種（アメリカオニアザミ、トウネズミモチ、ナンテン、ヒイ

ラギナンテン）、右岸では 9種（アメリカオニアザミ、アメリカヨモギ、イモカタバミ、

オシロイバナ、オッタチカタバミ、シュロ、トキワツユクサ、ヒメジョオン、ナンテン、

トウネズミモチ）が確認されて、右岸で多かった。 

   なお、本報告における外来種とは、外国から人間活動の影響で入り込んで帰化した植物

として扱った。 
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   次に、草本層（林床、表１，２）のみに出現した外来種を数えると左岸で 3種、右岸で

8 種あった。草本層内に出現した全種数の内、外来種の出現率は左岸が６％であったが、

右岸は２０％と高い値であった。 

 

＜まとめ＞ 

以上の調査結果から、玉川上水の本地域は武蔵野の雑木林の植生が残る貴重な樹林地で

あると考えられる。 

   林冠はコナラやクヌギに加えてウワミズザクラやイヌシデなどが存在して、また、亜高

木層にはエノキやエゴノキなどが生存して、野鳥や昆虫などの生活に欠かせない空間構成

を保っている。 

   林床には春に花咲く貴重な在来種である草本類のキンラン、チゴユリ、シュンラン、ヒ

メカンスゲ、フタリシズカ、ホウチャクソウなどが生存している。また、夏から秋に開花

するムサシアブミ、ヤマユリ、シオデ、センニンソウ、ヒヨドリジョウゴ、ヤブランなど

が存在していて、散策する市民の憩いの場になっている。 

   雑木林で生育する低木の在来種であるウグイスカグラ、ウツギ、ガマズミ、コゴメウツ

ギ、サルトリイバラ、ツルウメモドキ、ノイバラ、マルバウツギ、ムラサキシキブの出現

は、季節毎に花や実を楽しめる豊かな面影が残っている。 

   しかし、このような林内に外来種が入り込んでいることが確認された。また、園芸種や

庭木の国内外来種の侵入も見られて、在来種の生存に影響を与えることが考えられる。 

   今後の課題として、玉川上水の敷地内において外来種、園芸種、庭木の侵入を防ぐ対策

をとる必要があると思われる。 
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表１．鷹の橋から久右衛門橋までの玉川上水敷地の左岸におけるフローラ調査結果 

 ＜左岸＞        ●種名の黒字は在来種、赤茶色字は外来種、園芸種、庭木 

草本層 低木層 亜高木層 高木層 草本層 低木層 亜高木層 高木層

（約１m以下） （約1～3m） （約5m以上） （約10m以上） （約１m以下） （約1～3m） （約5m以上） （約10m以上）

1 ｱｵｷ ｲﾇｻﾞｸﾗ ｲﾇｻﾞｸﾗ ｲﾇｼﾃﾞ 41 ﾌｲﾘｱｵｷ

2 ｱﾒﾘｶｵﾆｱｻﾞﾐ ｲﾇｼﾃﾞ ｲﾇｼﾃﾞ ｳﾜﾐｽﾞｻﾞｸﾗ 42 ﾌｲﾘﾎｳﾁｬｸｿｳ

3 ｲﾈ科 ｲﾎﾞﾀﾉｷ ｳﾜﾐｽﾞｻﾞｸﾗ ｸﾇｷﾞ 43 ﾌﾀﾘｼｽﾞｶ

4 ｲﾉﾃﾞsp ｲﾇﾂｹﾞ ｴｺﾞﾉｷ ｺﾅﾗ 44 ﾍｸｿｶｽﾞﾗ

5 ｲﾇｼﾃﾞ ｲﾛﾊﾓﾐｼﾞ ｶｸﾚﾐﾉ 45 ﾎｳﾁｬｸｿｳ

6 ｳｸﾞｲｽｶｸﾞﾗ ｳｸﾞｲｽｶｸﾞﾗ ｹﾔｷ 46 ﾔﾌﾞｺｳｼﾞ

7 ｵﾆﾄﾞｺﾛ ｳﾂｷﾞ ﾐｽﾞｷ 47 ﾔﾌﾞﾂﾊﾞｷ

8 ｶﾞﾏｽﾞﾐ ｴﾉｷ 48 ﾔﾏﾌﾞｷ

9 ｶｾﾞｸﾞｻ ｸﾞﾐ 49 ﾔﾏｺｳﾊﾞｼ

10 ｶﾝｿﾞｳsp. ｸﾜ 50 ﾔﾏﾕﾘ

11 ｷﾝﾗﾝ ｹﾔｷ 51

12 ｷﾂﾞﾀ ｺｺﾞﾒｳﾂｷﾞ 52

13 ｹﾔｷ ｺﾊﾞﾉｶﾞﾏｽﾞﾐ 53

14 ｺﾅﾗ ｺﾌﾞｼ 54

15 ｺﾌﾞｼ実生 ｼﾗｶｼ 55

16 ｻｲﾊｲﾗﾝ ﾂﾙｳﾒﾓﾄﾞｷ 56

17 ｻﾙﾄﾘｲﾊﾞﾗ ﾄｳﾈｽﾞﾐﾓﾁ 57

18 ｼｵﾃﾞ ﾆｼｷｷﾞ 58

19 ｼｭﾝﾗﾝ ﾆﾜﾄｺ 59

20 ｼﾗｶｼ ﾋｲﾗｷﾞﾅﾝﾃﾝ 60

21 ｽｲｶｽﾞﾗ ﾏﾕﾐ 61

22 ｽｹﾞsp. ﾏﾙﾊｳﾂｷﾞ 62

23 ｽｽﾞﾗﾝ? ﾐｽﾞｷ 63

24 ﾁｺﾞﾕﾘ ﾐﾂﾊﾞｱｹﾋﾞ 64

25 ﾂﾙｳﾒﾓﾄﾞｷ ﾑｸﾉｷ 65

26 ﾄｳﾈｽﾞﾐﾓﾁ ﾑﾗｻｷｼｷﾌﾞ 66

27 ﾄﾞｸﾀﾞﾐ ﾔﾏｳｺｷﾞ 67

28 ﾅﾂﾂﾞﾀ ﾔﾏｺｳﾊﾞｼ 68

29 ﾅﾝﾃﾝ 69

30 ﾆﾜﾄｺ 70

31 ﾈｽﾞﾐﾓﾁ 71

32 ﾉｲﾊﾞﾗ 72

33 ﾊﾗﾝ 73

34 ﾋﾒｶﾝｽｹﾞ 74

35 ﾍｸｿｶｽﾞﾗ 75

36 ﾏｻｷ 76

37 ﾏﾕﾐ 77

38 ﾏﾙﾊﾞｳﾂｷﾞ 78

39 ﾑｸﾉｷ 79

40 ﾑｻｼｱﾌﾞﾐ 80

SPP. (種　　名) SPP. (種　　名)

階

層

階

層

 

出現種数

草本層 低木層 亜高木層 高木層 草本層 低木層 亜高木層 高木層

40 28 7 4 10 0 0 0

出現種数の合計

50 28 7 4
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表２．鷹の橋から久右衛門橋までの玉川上水敷地の右岸におけるフローラ調査結果 

 ＜右岸＞        ●種名の黒字は在来種、赤茶色字は外来種、園芸種、庭木 

 

出現種数

草本層 低木層 亜高木層 高木層 草本層 低木層 亜高木層 高木層

40 36 8 3 1 0 0 0

出現種数の合計

41 36 8 3
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表３．左岸と右岸における各層に出現した種数   
草本層 低木層 亜高木層 高木層

左岸 50 28 7 4

右岸 41 36 8 3
 

 
表４．左岸と右岸に出現した外来種、園芸種、庭木の種数 

外来種 園芸種 庭木

左岸 4 4 1

右岸 9 3 2
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３．春期と秋期の植生調査（コドラート法）の結果とまとめ 
＜方法＞ 
図 1 に示すように、鷹の橋から久右衛門橋までの玉川上水の流域において、左岸に A、Ｃ、

E 区を右岸には B、D、F 区の合計６区の調査区画（コドラート）を設定した。左岸と右岸

のコドラートと各区内のサブコドラートは図 2 に表示した。即ち、左岸の A、Ｃ、E 区の

コドラート面積は 40m×3m=120m2 、サブコドコート面積は 4m×3m=12m2 であり、１

区内にサブコドコートを 3 か所設置した。 

右岸の B、D、F 区のコドラート面積は 40m×1m=40m2 、サブコドコート面積は 4m
×1m=4m2 で、１区内 3 か所設置した。 

 
調査区域 ：鷹の橋～久右衛門橋 

 
図１． 玉川上水・小平地域における植生調査地点 のコドラート（A～F区）の地図    

         
：  左岸：A 区・C 区・E 区    右岸：B 区・D 区・F 区 

A、Ｃ、E 区の調査区画面積 （コドラート面積） 40m×3m=120m2  
                      （サブコドコート面積） 4m×3m=12m2  １区内 3 か所 

B、D、F 区の調査区画面積 （コドラート面積） 40m×1m=40m2  
                      （サブコドコート面積） 4m×1m=4m2  １区内 3 か所 
 
 
 
 
 
 
 

A～F 区 
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例：Ａ区（左岸）とＢ区(右岸)のコドラートとサブコドラートの設定位置 

青丸：左岸の柵

青丸：右岸の柵

赤線：B区のコドラート

( 40 m× 1 m)
黒線：ｻB-2
4m× 1 m

基準点 0m
コB-0

26m18m10 m 34m

赤線：A区のコドラート

（40 m× 3 ｍ）

新 堀 用 水

黒線：サA-1
（4 m× 3 ｍ）

黒線：サA-2
（4 m× 3 ｍ）

黒線：サA-3
（4 m× 3 ｍ）

玉 川 上 水

最終点 40m
コB-20

黒線：ｻB-1
4m× 1 m

黒線：ｻB-3
4m× 1  m

基準点 0m
コA-0 最終点 40m

コB-20

 
図２． 玉川上水・小平地域における植生調査地点の A 区（左岸）と B 区（右岸）のコドラ

ートとサブコドラートの設定位置    
（Ａ区とＢ区以外の区は、ほぼ同様に設置している。） 

 
各調査区が植物によってどの程度覆われているかを見るために、森林構造を表す階層の

高木層、亜高木層、低木層および草本層毎に植被率（％）を目視で調査した。３つのサブ

コドラートで調査した層毎の植被率（％）の値は平均して各区の値として扱った。 
次に、サブコドラートに出現した植物種が種毎にどの程度その区画を覆っているかを

みた。ブラウン・ブランケ Braun-Blanquet 法による被度（％）を種毎に目視で求めて、

平均値を各区の値とした。 草本層（林床）に出現した種毎の値は、ラウンケア

（Raunkiaer）の生活型（睡眠型）に基づく一年生草本、二年生草本、多年生草本、木

本に分けて図表化した。 

調査月日は春期が 2015 年 4 月 22 日で、秋期は 9月 23 日である。 

 

＜春期と秋期の結果＞  

春期の調査結果の図表は、本報告書の後半に「４．春期の植生調査（コドラート）結

果の図表」内の表１～５と図３～８に、秋期は「５．秋期の植生調査（コドラート）結

果の図表」内の表６～１０と図９～１４に、纏めて記載した。 

（１）春期における各調査区の高木層、亜高木層、低木層および草本層の植被率は、表１

と図 3 および図 4 に示した。春期の高木層の植被率は左岸で 70％、右岸で 73.3％と同

様な値であった。草本層は左岸が 48.3％、右岸が 31.1％であり、左岸の方が植物に覆

われる割合は大きかった。秋期（表６、図９，図１０）では、高木層は左岸と右岸と

も約 78％と 82％と高い値であったが、草本層は左岸が 16.2％となり、右岸が 10.9％
と春期に比べて半分以下に減少した。この地域における 9 月中下旬の植生は旺盛に生
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存できることから、草や低木などの下刈りの作業によって影響を受けたものと考えら

れる。 
（２）高木層、亜高木層、低木層および草本層に出現した種毎の被度（％）については、

春期が表２に、秋期は表７に示した。春期の左岸における高木層の種毎の被度（％）

は、コナラが約 50％、クヌギが 20％、イヌシデが約 20％であり多くを占めていた。

秋期では、コナラ約 60％、クヌギ約 15％、イヌシデが約 20％と同様な値であった。 
左岸の亜高木層には、エゴノキ、イヌシデ、常緑広葉樹のシラカシなどが１～６％

位の被度で生存していた。右岸には、左岸よりも多い傾向のイヌシデなどの被度が見

られた。 
（３）各区の草本層（林床）におけるラウンケア（Raunkiaer）の生活型別の出現種数は、

春期が表３と図５に、秋期が表８と図１１に示した。春期における左岸と右岸の出現

数を比較した図 6 とその右の表を見ると、一年生草本、二年生草本および多年生草本

に大きな差は無かった。しかし、木本は左岸が平均 19.7 種あったのに対して、右岸が

平均 10.0 種であり、左岸の方が約二倍多いことが分かった。 
草本層（林床）における生活型別の出現種数の合計の平均値を合計して春期と秋期

で比較してみると、左岸の春期は 29.3 種であったが、秋期は 20.7 種になっていて、約

3 分の 2 に減少した。次に右岸を比較すると、春期には 21.0 種が存在したが、秋期は

13.7 種になり約半分に減少していた。 
（４）各区の草本層（林床）における種毎の被度（％）は、春期が表４と図７に、秋期が

表９と図１３に生活型別に示した。一、二年生草本は、左岸では出現せず、右岸では

僅かであった。春期の木本の被度（％）は左岸で 45.4％、右岸で 31.1％であった。秋

期では左岸が 10.9％、右岸で 6.1％と春期の約 4 分の 1 にまで減少した。 
   春期の多年生草本の被度（％）は左岸が 11.0％で、右岸が 6.0％であり、秋期は左岸

が 5.6％、右岸が 1.6％となり、左岸は春期の半分に、右岸は約２割に減少していた。 
即ち、秋期における被度（％）の減少程度が出現種数の減少程度よりも大きいこと

は、植物の生育生存量の低下が激しいことを物語っている。このような状況はいろい

ろな生きものの生存に影響を及ぼすことが考えられる。今後の対策として、生物多様

性の保全に配慮した管理方法が求められる。 
（５）春期の左岸のＡ、Ｃ、Ｅ区の草本層（林床）に出現した種毎の被度（%）は、生活型

別に表５の左側に順番で示した。なお、表内の種名の色分けは、在来種を黒字で記し

て、外来種と園芸種は赤茶色で記した。 
左岸に生存していた多年生草本はカンゾウ sp.、シュンランおよびヤマユリはＡ、Ｃ、

Ｅ区の３区全てに出現し、また、木本のガマズミ、クサボケ、スイカズラ、マサキも

３区全てに生存していた。 
被度（%）が高く林床を良く覆っていた種は、A 区のカンゾウ sp. （20％）とコゴメ

ウツギ（17％）、C 区のスイカズラ（27％）とＥ区のコナラ実生（21％）とスイカズラ
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（18％）であった。 
表 5 の右側は、春期の右岸のＢ、Ｄ、Ｆ区における草本層（林床）に出現した種毎

の被度（%）を生活型別に順番で示した。３区全てに出現した種は、木本のコナラ実生

とスイカズラとマサキであった。 
左岸と右岸の両方に出現した多年生草本の種は、在来種がアマナ（東京都 RDB（区

部）VU）、キンラン(環境省 RDB  VU)、カンゾウ sp.、ジャノヒゲ、シュンラン、セ

ンニンソウ、チヂミザサ、ツルボ、ヤブラン、ヤマユリであり、外来種と園芸種はオ

モト、ヒガンバナであった。木本は在来種のアオキ、イヌツゲ、ウグイスカグラ、エ

ノキ実生、カジイチゴ、ガマズミ、クサボケ、クヌギ実生、ケヤキ実生、コゴミウツ

ギ、コナラ実生、コブシ実生、スイカズラ、ネズミモチ、ノイバラ、ヒイラギ、マユ

ミ、マルバウツギ、ムラサキシキブであり、外来種と園芸種はシュロ、トウネズミモ

チ、ナンテンであった。被度が大きかった種は、Ｂ区のノイバラ（11％）、D 区のスイ

カズラ（14％）、F 区のアズマネザサ（23％）であった。 
多年生草本の左岸のみに見られた種は、カンスゲ、ヒメカンスゲ、ホトトギス、ヤ

ブガラシ、ヤブコウジ、であり、右岸のみはオニドコロ、チゴユリ、ハナニラであっ

た。 
木本で左岸に出現したが右岸では見られなかった種は、ウコギ、ウワミズザクラ、

エゴノキ、コブシ実生、サルトリイバラ、シロダモ、シロヤマブキ、トチノキ実生、

ヒサカキ、テイカカズラ、ミズキ、ヤマコウバシであった。 
左岸の外来種はヒガンバナ、シュロ、トウネズミモチの３種が存在し、園芸種はオ

モトがあった。右岸の外来種はオオアマナ、セイヨウタンポポ、ハナニラ、ヒガンバ

ナ、シュロ、トウネズミモチの６種が見られ、園芸種はオモト、スイセンが生存して

いた。外来種や園芸種が右岸の植生に多いことは、右岸の近隣の人的影響が大きいも

のと思われる。 
（６）秋期の左岸のＡ、Ｃ、Ｅ区の草本層（林床）に出現した種毎の被度（%）は、表 10

の左側に生活型別に順番で示した。 
   多年生草本のジャノヒゲとシュンランおよび木本のイヌツゲ、スイカズラ、マサキ

は３区全てに出現した。 
秋期の表 10 の右側には、右岸のＢ、Ｄ、Ｆ区の草本層（林床）に出現した種毎の被

率（%）を生活型別に順番で示した。３区全てに出現した種は木本のアズマネサザとス

イカズラであった。 
左岸と右岸の両方に出現した種は、多年生草本のカンゾウ sp.、ジャノヒゲ、チヂミ

ザサ、ヒガンバナ、ヘクソカズラ、ヤブランであり、木本はエゴノキ、エノキ、ケヤ

キ、コナラ、シュロ、スイカズラ、トウネズミモチ、ナンテン、ノイバラ、ヒサカキ、

マユミであった。 
多年生草本の左岸のみに見られた種は、カンスゲ、キンラン(環境省 RDB  VU)、シ
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ュンラン、ヤマユリであり、右岸のみはカタバミ、ドクダミ、ヒヨドリジョウゴ、ミ

ズヒキであり、光条件による種の特徴が現れた。

木本で左岸に出現したが右岸では見られなかった種は、ウグイスカグラ、ウワミズ

ザクラ、ガマズミ、コゴメウツギ、コブシ、サルトリイバラ、マルバウツギ、ムラサ

キシキブなどであった。外来種は、ヒガンバナ、シュロ、トウネズミモチが存在して

いた。

＜春期と秋期のまとめ＞

以上の 2015 年の調査結果から、玉川上水流域の小平地域のコドラート調査地は、高

木層がコナラ、クヌギ、イヌシデ、ウワミズザクラ、ケヤキなどから構成されて、ま

た、亜高木層にはエゴノキ、シラカシなどが、低木層にムラサキシキブ、ガマズミ、

ウグイスカグラ、ヤマコウバシ、ニシキギ、マユミなどが生存している武蔵野の雑木

林の面影のある樹林地であることが分かった。

林床（草本層）には春に花咲く絶滅危惧種 VU のアマナ（東京都 RDB（区部）VU）

とキンラン(環境省 RDB VU)が生育していて、また、シュンランおよびヒメカンスゲ

などが生存して、春の訪れを楽しませてくれる風情がある。一方、夏から秋にかけて

開花するヤマユリ、ツルボ、ジャノヒゲ、ヤブラン、ヒヨドリジョウゴ、ミズヒキな

ども生存して、散策する市民の憩いの場ともなっている。都市化された武蔵野に残さ

れた貴重な樹林地を保護・保全して、生物多様性が維持できる自然環境を守っていく

ことが、市民と行政の課題と考える。
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４．春期の植生調査（コドラート法）結果の図表        
表 1．各区における草本層、低木層、亜高木層、高木層の植被率（%） 調査日 2015.04.22  

左岸 右岸

階層 草本層 低木層 亜高木層 高木層 階層 草本層 低木層 亜高木層 高木層

Ａ区 48.3 36.7 10.7 66.7 Ｂ区 21.7 40.0 55.0 70.0

Ｃ区 46.7 56.7 13.3 66.7 Ｄ区 26.7 31.7 26.7 70.0

Ｅ区 50.0 20.0 40.0 76.7 Ｆ区 45.0 18.3 11.7 80.0

平均値 48.3 37.8 21.3 70.0 平均値 31.1 30.0 31.1 73.3

植被率 （％） 植被率 （％）

 
＜左岸＞ ＜右岸＞

 
図 3．各区における草本層、低木層、亜高木層、高木層の植被率（%） 調査日 2015.04.22 

 
階層 草本層 低木層 亜高木層 高木層

左岸 48.3 37.8 21.3 70.0

右岸 31.1 30.0 31.1 73.3

植被率 （％）

 
図 4．左岸（A、C、E 区）と右岸（B、D、F 区）における階層別の植被率（%）の平均値 
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表２．各区の高木層、亜高木層、低木層に出現した種毎の被度（％） 調査日 2015.04.22 

＊印は、サブコドラート以外に出現した種 

＜左岸＞ ＜右岸＞

階層 種名 生活型 樹形 被度（%）平均値

ｲﾇｼﾃﾞ 木本 落葉高木 36.7

ｺﾅﾗ 木本 落葉高木 26.7

ｸﾇｷﾞ 木本 落葉高木 16.7

ｲﾇｼﾃﾞ 木本 落葉高木 26.7

ｹﾔｷ 木本 落葉高木 16.7

ﾓﾁﾉｷ 木本 常緑高木 10.0

ｲﾛﾊﾓﾐｼﾞ 木本 落葉高木 1.7

ﾄｳﾈｽﾞﾐﾓﾁ 木本 常緑小高木 15.0

ｹﾔｷ 木本 落葉高木 6.7

ｼﾛﾀﾞﾓ 木本 常緑高木 6.7

ｶﾞﾏｽﾞﾐ 木本 落葉低木 5.0

ﾏｻｷ 木本 常緑低木 5.0

ﾏﾕﾐ 木本 落葉小高木 5.0

ｽｲｶｽﾞﾗ 木本 つる性半常緑木本 0.7

高

木

層

亜

高

木

層

低

木

層

Ｂ区    2015.04.22

階層 種名 生活型 樹形 被度（%）平均値

ｲﾇｼﾃﾞ 木本 落葉高木 53.3

ｺﾅﾗ 木本 落葉高木 30.0

ｹﾔｷ 木本 落葉高木 6.7

ﾄｳﾈｽﾞﾐﾓﾁ 木本 常緑小高木 6.7

ｲﾇｼﾃﾞ 木本 落葉高木 3.3

ﾐｽﾞｷ 木本 落葉高木 1.7

ｴｺﾞﾉｷ 木本 落葉小高木 10.0

ｴﾉｷ 木本 落葉高木 3.3

ﾑｸﾉｷ 木本 落葉高木 3.3

ﾑﾗｻｷｼｷﾌﾞ 木本 落葉小高木 1.7

Ｆ区    2015.04.22

高

木

層

亜高

木層

低

木

層

階層 種名 生活型 樹形 被度（%）平均値

ｺﾅﾗ 木本 落葉高木 36.7

ｸﾇｷﾞ 木本 落葉高木 23.3

ｲﾇｼﾃﾞ 木本 落葉高木 3.3

亜高

木層

ｲﾇｼﾃﾞ 木本 落葉高木 26.7

ﾑﾗｻｷｼｷﾌﾞ 木本 落葉低木 20.0

ｱｼﾞｻｲ 木本 落葉低木 5.0

ｶﾞﾏｽﾞﾐ 木本 落葉低木 3.3

ｼﾗｶｼ 木本 常緑高木 3.3

ﾐｽﾞｷ 木本 落葉高木 3.3

ﾄｳﾈｽﾞﾐﾓﾁ 木本 常緑小高木 1.7

ﾋﾞﾅﾝｶｽﾞﾗ 木本 つる性常緑木本 1.7

ｴﾉｷ 木本 落葉高木 1.0

ｻﾙﾄﾘｲﾊﾞﾗ 木本 つる性落葉木本 1.0

ｲﾇｻﾞｸﾗ 木本 落葉高木 *

Ｄ区    2015.04.22

高

木

層

低

木

層

階層 種名 生活型 樹形 被度（%）平均値

ｺﾅﾗ 木本 落葉高木 56.7

ｸﾇｷﾞ 木本 落葉高木 23.3

ｲﾇｼﾃﾞ 木本 落葉高木 20.0

ｲﾇｼﾃﾞ 木本 落葉高木 6.7

ｴｺﾞﾉｷ 木本 落葉小高木 6.7

ﾑﾗｻｷｼｷﾌﾞ 木本 落葉小高木 20.0

ｲﾇｼﾃﾞ 木本 落葉高木 11.7

ｴｺﾞﾉｷ 木本 落葉小高木 8.3

ﾏﾕﾐ 木本 落葉小高木 4.3

ﾆｼｷｷﾞ 木本 落葉低木 4.0

ﾐｽﾞｷ 木本 落葉高木 1.7

ｼﾗｶｼ 木本 落葉高木 1.0

ｲﾇﾂｹﾞ 木本 常緑低木 0.3

ﾋｻｶｷ 木本 常緑低木・小高木 0.3

高

木

層

亜高

木層

低

木

層

Ｃ区　2015.04.22

階層 種名 生活型 樹形 被度（%）平均値

ｺﾅﾗ
木本 落葉高木

46.7

ｲﾇｼﾃﾞ 木本 落葉高木 20

ｴｺﾞﾉｷ 木本 落葉小高木 6.7

ｼﾗｶｼ 木本 落葉高木 1.7

ｲﾇｼﾃﾞ 木本 落葉高木 1.3

ｻｸﾗsp 木本 落葉高木 1.0

ﾑﾗｻｷｼｷﾌﾞ 木本 落葉低木 11.7

ｴｺﾞﾉｷ 木本 落葉小高木 6.7

ｺｺﾞﾒｳﾂｷﾞ 木本 落葉低木 6.7

ｲﾇｼﾃﾞ 木本 落葉高木 3.3

ｳｸﾞｲｽｶｸﾞﾗ 木本 落葉低木 3.3

ｶﾞﾏｽﾞﾐ 木本 落葉低木 0.7

ﾔﾏｺｳﾊﾞｼ 木本 落葉低木 ＊

亜

高

木

層

高

木

層

低

木

層

A区    2015.04.22

階層 種名 生活型 樹形 被度（%）平均値

ｺﾅﾗ 木本 落葉高木 56.7

ｲﾇｼﾃﾞ 木本 落葉高木 23.3

ｲﾇｼﾃﾞ 木本 落葉高木 6.7

ｴｺﾞﾉｷ 木本 落葉小高木 3.3

ｹﾔｷ 木本 落葉高木 3.3

ｼﾗｶｼ 木本 常緑高木 3.3

ｴｺﾞﾉｷ 木本 落葉小高木 8.3

ｳｸﾞｲｽｶｸﾞﾗ 木本 落葉低木 5.0

ﾑﾗｻｷｼｷﾌﾞ 木本 落葉小高木 3.3

ﾔﾏｺｳﾊﾞｼ 木本 落葉低木 3.3

ｹﾔｷ 木本 落葉高木 3.0

ｼﾗｶｼ 木本 常緑高木 1.7

ﾆｼｷｷﾞ 木本 落葉低木 1.7

ｲﾇﾂｹﾞ 木本 常緑低木 1.0

高

木

亜

高

木

層

低

木

層

Ｅ区　2015.04.22

 
 



 - 16 - 

表３．各区の草本層（林床）における生活型別の出現種数 調査日 2015.04.22 

 

左岸 右岸

生活型 一年生草本 二年生草本 多年生草本 木本 生活型 一年生草本 二年生草本 多年生草本 木本

Ａ区 1.0 0.0 11.0 20.0 Ｂ区 1.0 2.0 7.0 12.0

Ｃ区 0.0 0.0 8.0 20.0 Ｄ区 1.0 1.0 12.0 12.0

Ｅ区 0.0 0.0 9.0 19.0 Ｆ区 0.0 0.0 9.0 6.0

平均値 0.3 0.0 9.3 19.7 平均値 0.7 1.0 9.3 10.0

草本層の生活型別の出現種数 草本層の生活型別の出現種数

  
＜左岸＞ ＜右岸＞

 
図５.  各区の草本層（林床）における生活型別の出現種数  調査日 2015.04.22 

生活型 一年生草本 二年生草本 多年生草本 木本

左岸 0.3 0.0 9.3 19.7 29.3

右岸 0.7 1.0 9.3 10.0 21.0

草本層の生活型別の出現種数 出現種数

の合計値

 
図６.  左岸（A、C、E 区）と右岸（B、D、F 区）における草本層での生活型別の出現種数の平均値 
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表４．各区の草本層（林床）における生活型別の被度（%） 調査日 2015.04.22 

 

左岸
右岸 生活型別の被度（％）

生活型 一年生草本 二年生草本 多年生草本 木本 生活型 一年生草本 二年生草本 多年生草本 木本

Ａ区 0.0 0.0 23.7 35.8 Ｂ区 0.8 0.2 5.5 23.2

Ｃ区 0.0 0.0 3.3 45.2 Ｄ区 1.8 0.2 7.7 27.3

Ｅ区 0.0 0.0 6.0 55.2 Ｆ区 0.0 0.0 4.8 42.7

平均値 0.0 0.0 11.0 45.4 平均値 0.9 0.1 6.0 31.1

生活型別の被度（％）

  
＜左岸＞ ＜右岸＞

 
図７.  各区の草本層（林床）における生活型別の被度（％） 調査日 2015.04.22 

生活型 一年生草本 二年生草本 多年生草本 木本

左岸 0.0 0.0 11.0 45.4

右岸 0.9 0.1 6.0 31.1

生活型別の被度（％）の平均値

 
図８.  左岸（A、C、E 区）と右岸（B、D、F 区）における草本層での生活型別の被度（％）の平均値 
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表５. 各区の草本層（林床）における生活型別の出現種毎の被度（%）  調査日 2015.04.22 
   ●種名の黒字は在来種、赤茶色字は外来種と園芸種    ＊印は、サブコドラート以外に出現した種 

＜　左岸　＞
＜　右岸　＞  

Ｃ区 2015.04.22 サC-1～サC-3

草本層 生活型 樹形 被度(%)平均値

ﾋﾒｶﾝｽｹﾞ 多年生草本 2.37

ｼｭﾝﾗﾝ 多年生草本 0.37

ﾋｶﾞﾝﾊﾞﾅ 多年生草本 0.37

ﾔﾏﾕﾘ 多年生草本 0.07

ｶﾝｽｹﾞ 多年生草本 0.03

ｶﾝｿﾞｳsp 多年生草本 0.03

ｾﾝﾆﾝｿｳ 多年生草本（つる性） 0.03

ﾔﾌﾞｶﾞﾗｼ 多年生草本（つる性） 0.03

ｽｲｶｽﾞﾗ 木本（つる性） 半常緑つる性木本 26.67

ｺﾅﾗ実生 木本 落葉高木 7.03

ｳｸﾞｲｽｶｸﾞﾗ 木本 落葉低木 3.33

ﾉｲﾊﾞﾗ 木本 落葉低木 2.67

ﾃｲｶｶｽﾞﾗ 木本 つる性常緑木本 1.67

ｲﾇﾂｹﾞ 木本 常緑低木 1.03

ｶﾞﾏｽﾞﾐ 木本 落葉低木 1.03

ｸｻﾎﾞｹ 木本 落葉小低木 0.67

ﾅﾝﾃﾝ 木本 常緑低木 0.37

ﾏｻｷ 木本 常緑低木 0.37

ﾄｳﾈｽﾞﾐﾓﾁ 木本 常緑小高木 0.07

ｳｺｷﾞ 木本 落葉低木 0.03

ｳﾜｽﾞﾐｻﾞｸﾗ 木本 落葉高木 0.03

ｴｺﾞﾉｷ 木本 落葉小高木 0.03

ｹﾔｷ実生 木本 落葉高木 0.03

ｼｭﾛ 木本 常緑高木 0.03

ﾄﾁﾉｷ実生 木本 落葉高木 0.03

ﾋｲﾗｷﾞ 木本 常緑小高木 0.03

ﾑﾗｻｷｼｷﾌﾞ 木本 落葉小高木 0.03

ｻﾙﾄﾘｲﾊﾞﾗ 木本 つる性落葉木本 *

Ａ区　 2015.04.22 サA-1～サAｰ3

草本層 生活型 樹形 被度(%)平均値

ｲﾈsp. 一年生草本 *

ｶﾝｿﾞｳsp 多年生草本 20.00

ｼｭﾝﾗﾝ 多年生草本 2.17

ﾔﾌﾞﾗﾝ 多年生草本 0.67

ｼﾞｬﾉﾋｹﾞ 多年生草本 0.33

ｷﾝﾗﾝ 多年生草本 0.17

ｽｹﾞsp 多年生草本 0.17

ﾂﾙﾎﾞ 多年生草本 0.17

ｳﾗｼﾏｿｳ？ 多年生草本 *

ｵﾓﾄ 多年生草本 ＊

ﾔﾏﾕﾘ 多年生草本 ＊

ﾕﾘsp. 多年生草本 ＊

ｺｺﾞﾒｳﾂｷﾞ 木本 落葉低木 16.67

ｽｲｶｽﾞﾗ 木本（つる性） 半常緑つる性木本 8.33

ｳｸﾞｲｽｶｸﾞﾗ 木本 落葉低木 5.83

ｺﾅﾗ実生 木本 落葉高木 1.00

ｶﾞﾏｽﾞﾐ 木本 落葉低木 0.67

ﾏｻｷ 木本 常緑低木 0.67

ﾏﾙﾊﾞｳﾂｷﾞ 木本 落葉低木 0.67

ｲﾇﾂｹﾞ 木本 常緑低木 0.50

ﾏﾕﾐ 木本 落葉小高木 0.33

ｱｵｷ 木本 常緑低木 0.17

ｴﾉｷ実生 木本 落葉高木 0.17

ｶｼﾞｲﾁｺﾞ 木本 落葉低木 0.17

ｸｻﾎﾞｹ 木本 落葉小低木 0.17

ﾄｳﾈｽﾞﾐﾓﾁ 木本 常緑小高木 0.17

ﾈｽﾞﾐﾓﾁ 木本 常緑小高木 0.17

ﾑﾗｻｷｼｷﾌﾞ 木本 落葉小高木 0.17

ｸﾇｷﾞ実生 木本 落葉高木 ＊

ﾅﾝﾃﾝ 木本 常緑低木 *

ﾉｲﾊﾞﾗ 木本 落葉低木 *

ﾋｲﾗｷﾞ 木本 常緑小高木 ＊

Ｂ区　 2015.04.22 サB-1～サB-3

草本層 生活型 樹形 被度(%)平均値

ｲﾈsp. 一年生草本 0.83

ﾊﾙｼﾞｵﾝ 二年生草本 0.17

ﾀﾋﾞﾗｺsp 二年生草本 *

ﾁｺﾞﾕﾘ 多年生草本 3.33

ｽｲｾﾝ 多年生草本 1.33

ｵｵｱﾏﾅ 多年生草本 0.17

ﾁﾁﾞﾐｻﾞｻ 多年生草本 0.17

ﾊﾅﾆﾗ 多年生草本 0.17

ﾐｽﾞﾋｷ 多年生草本 0.17

ｾﾝﾆﾝｿｳ 多年生草本（つる性） 0.17

ﾉｲﾊﾞﾗ 木本 落葉低木 11.67

ｱｽﾞﾏﾈｻﾞｻ 木本 常緑小高木 5.00

ｽｲｶｽﾞﾗ 木本（つる性） 半常緑つる性木本 3.33

ｲﾛﾊﾓﾐｼﾞ 木本 落葉高木 1.00

ｴﾉｷ 木本 落葉高木 0.50

ｲﾛﾊﾓﾐｼﾞ 木本 落葉高木 0.33

ｸｻﾎﾞｹ 木本 落葉小低木 0.33

ｺﾅﾗ 木本 落葉高木 0.33

ｹﾔｷ 木本 落葉高木 0.17

ﾏｻｷ 木本 常緑低木 0.17

ﾑｸﾉｷ 木本 落葉高木 0.17

ﾔﾂﾃﾞ 木本 常緑低木 0.17

D区　 2015.04.22 サD-1～サD-3

草本層 生活型 樹形 被度(%)平均値

ｲﾈsp. 一年生草本 1.83

ｵﾆﾀﾋﾞﾗｺ 二年生草本 0.17

ｱﾏﾅ 多年生草本 4.33

ﾋｶﾞﾝﾊﾞﾅ 多年生草本 1.50

ｶﾀﾊﾞﾐ 多年生草本 0.33

ｽｲｾﾝ 多年生草本 0.33

ﾔﾌﾞﾗﾝ 多年生草本 0.33

ｶﾝﾄｳﾀﾝﾎﾟﾎﾟ 多年生草本 0.17

ｼﾞｬﾉﾋｹﾞ 多年生草本 0.17

ｽｹﾞsp 多年生草本 0.17

ﾁﾁﾞﾐｻﾞｻ 多年生草本 0.17

ｵﾆﾄﾞｺﾛ 多年生草本（つる性） 0.17

ｷﾝﾗﾝ 多年生草本 *

ｾｲﾖｳﾀﾝﾎﾟﾎﾟ 多年生草本 *

ｽｲｶｽﾞﾗ 木本（つる性） 半常緑つる性木本 13.67

ｱｽﾞﾏﾈｻﾞｻ 木本 常緑小高木 8.33

ﾏｻｷ 木本 常緑低木 1.83

ｺﾅﾗ実生 木本 落葉高木 1.00

ﾄｳﾈｽﾞﾐﾓﾁ 木本 常緑小高木 0.67

ｴﾉｷ実生 木本 落葉高木 0.33

ｹﾔｷ実生 木本 落葉高木 0.33

ｼｬﾘﾝﾊﾞｲ 木本 常緑低木 0.33

ﾅﾝﾃﾝ 木本 常緑低木 0.33

ｲﾇﾂｹﾞ 木本 常緑低木 0.17

ｸﾇｷﾞ実生 木本 落葉高木 0.17

ｼｭﾛ 木本 常緑高木 0.17
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＜　左岸　＞
＜　右岸　＞  

Ｅ区 2015.04.22 サE-1～3

草本層 生活型 樹形 被度(%)平均値

ｱﾏﾅ 多年生草本 2.67

ﾔﾏﾕﾘ 多年生草本 0.83

ﾋﾒｶﾝｽｹﾞ 多年生草本 0.67

ﾔﾌﾞｺｳｼﾞ 多年生草本 0.67

ｼｭﾝﾗﾝ 多年生草本 0.33

ｽｹﾞsp 多年生草本 0.33

ｶﾝｿﾞｳsp 多年生草本 0.17

ﾁﾁﾞﾐｻﾞｻ 多年生草本 0.17

ﾎﾄﾄｷﾞｽ 多年生草本 0.17

ｺﾅﾗ実生 木本 落葉高木 20.67

ｽｲｶｽﾞﾗ 木本（つる性） 半常緑つる性木本 18.33

ｶﾞﾏｽﾞﾐ 木本 落葉低木 3.33

ﾔﾏｺｳﾊﾞｼ 木本 落葉低木 3.33

ｲﾇﾂｹﾞ 木本 常緑低木 2.67

ｹﾔｷ 木本 落葉高木 1.00

ﾋｻｶｷ 木本 常緑低木・小高木 1.00

ﾏﾙﾊﾞｳﾂｷﾞ 木本 落葉低木 1.00

ｸｻﾎﾞｹ 木本 落葉小低木 0.67

ﾏｻｷ 木本 常緑低木 0.67

ﾏﾕﾐ 木本 落葉小高木 0.67

ｴﾉｷ実生 木本 落葉高木 0.33

ｺﾌﾞｼ実生 木本 落葉高木 0.33

ｻﾙﾄﾘｲﾊﾞﾗ 木本 つる性落葉木本 0.33

ﾐｽﾞｷ 木本 落葉高木 0.33

ｱｵｷ 木本 常緑低木 0.17

ｼﾛﾀﾞﾓ 木本 常緑高木 0.17

ﾄｳﾈｽﾞﾐﾓﾁ 木本 常緑小高木 0.17

ｼﾛﾔﾏﾌﾞｷ 木本 落葉低木 *

Ｆ区 2015.04.22 サF-1～3

草本層 生活型 樹形 被度(%)平均値

ｶﾓｼﾞｸﾞｻsp 多年生草本 3.33

ｶﾝｿﾞｳsp 多年生草本 0.33

ﾋﾖﾄﾞﾘｼﾞｮｳｺﾞ 多年生草本(つる性) 0.33

ｲﾁﾔｸｿｳ 多年生草本 0.17

ﾀｹﾆｸﾞｻ 多年生草本 0.17

ﾎﾄﾄｷﾞｽ 多年生草本 0.17

ﾐｽﾞﾋｷ 多年生草本 0.17

ｾﾝﾆﾝｿｳ 多年生草本（つる性） 0.17

ｽｹﾞsp 多年生草本 *

ｱｽﾞﾏﾈｻﾞｻ 木本 常緑小高木 23.33

ｽｲｶｽﾞﾗ 木本（つる性） 半常緑つる性木本 11.67

ｶｼﾞｲﾁｺﾞ 木本 落葉低木 6.67

ﾑｸﾉｷ 木本 落葉高木 0.50

ｲﾛﾊﾓﾐｼﾞ実生 木本 落葉高木 0.33

ｹﾔｷ実生 木本 落葉高木 0.17
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５．秋期の植生調査（コドラート法）結果の図表 
表６．各区における草本層、低木層、亜高木層、高木層の植被率（%） 調査日 2015.09.23  

左岸 右岸

階層 草本層 低木層 亜高木層 高木層 階層 草本層 低木層 亜高木層 高木層

Ａ区 17.7 40.0 9.0 80.0 Ｂ区 6.0 40.0 55.0 80.0

Ｃ区 18.3 60.0 13.3 73.3 Ｄ区 15.0 50.0 1.0 86.7

Ｅ区 12.7 28.3 40.0 80.0 Ｆ区 11.7 21.0 11.7 80.0

平均値 16.2 42.8 20.8 77.8 平均値 10.9 37.0 22.6 82.2

植被率 （％） 植被率 （％）

 
＜左岸＞ ＜右岸＞

 
図９．各区における草本層、低木層、亜高木層、高木層の植被率（%）  調査日 2015.09.23 

草本層 低木層 亜高木層 高木層

左岸 16.2 42.8 20.8 77.8

右岸 10.9 37.0 22.6 82.2

植被率 （％）

 
図 10．左岸（A、C、E 区）と右岸（B、D、F 区）における階層別の植被率（%）の平均値 
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表７．各区の高木層、亜高木層、低木層に出現した種毎の被度（％） 調査日 2015.09.23 
＊印は、サブコドラート以外に出現した種

＜左岸＞ ＜右岸＞

階層 種名 生活型 樹形 被度（%）平均値

ｲﾇｼﾃﾞ 木本 落葉高木 50.0

ｺﾅﾗ 木本 落葉高木 26.7

ｹﾔｷ 木本 落葉高木 6.7

ｲﾇｼﾃﾞ 木本 落葉高木 3.3

ﾄｳﾈｽﾞﾐﾓﾁ 木本 常緑小高木 3.3

ﾐｽﾞｷ 木本 落葉高木 1.7

ｴｺﾞﾉｷ 木本 落葉小高木 8.3

ﾑｸﾉｷ 木本 落葉高木 6.7

ｴﾉｷ 木本 落葉高木 3.3

ﾑﾗｻｷｼｷﾌﾞ 木本 落葉小高木 1.7

高

木

層

亜

高

木

層

低

木

層

F区　　2015.09.23

階層 種名 生活型 樹形 被度（%）平均値

ｺﾅﾗ 木本 落葉高木 60.0

ｲﾇｼﾃﾞ 木本 落葉高木 23.3

ｳﾜﾐｽﾞｻﾞｸﾗ 木本 落葉高木 0.3

ｸﾇｷﾞ 木本 落葉高木 *

ｴｺﾞﾉｷ 木本 落葉小高木 5.0

ｲﾇｼﾃﾞ 木本 落葉高木 3.3

ｼﾗｶｼ 木本 常緑高木 *

ﾔﾏｺｳﾊﾞｼ 木本 落葉低木 *

ﾑﾗｻｷｼｷﾌﾞ木本 落葉小高木 15.0

ｺｺﾞﾒｳﾂｷﾞ 木本 落葉低木 13.3

ｴｺﾞﾉｷ 木本 落葉小高木 4.0

ｶﾞﾏｽﾞﾐ 木本 落葉低木 1.7

ﾔﾏｺｳﾊﾞｼ 木本 落葉低木 1.7

ﾋｻｶｷ 木本 常緑低木・小高木 1.0

ﾏﾙﾊﾞｳﾂｷﾞ 木本 落葉低木 1.0

ｹﾔｷ 木本 落葉高木 *

ﾏﾕﾐ 木本 落葉小高木 *

高

木

層

亜高

木層

低

木

層

A区　  2015.09.23

階層 種名 生活型 樹形 被度（%）平均値

ｺﾅﾗ 木本 落葉高木 63.3

ｲﾇｼﾃﾞ 木本 落葉高木 20.0

ｸﾇｷﾞ 木本 落葉高木 16.7

ｲﾇｼﾃﾞ 木本 落葉高木 6.7

ｴｺﾞﾉｷ 木本 落葉小高木 6.7

ｲﾇｻﾞｸﾗ 木本 落葉高木 *

ｲﾇｼﾃﾞ 木本 落葉高木 18.3

ｴｺﾞﾉｷ 木本 落葉小高木 10.0

ﾑﾗｻｷｼｷﾌﾞ 木本 落葉小高木 8.3

ﾕｽﾞﾘﾊ 木本 常緑高木 6.7

ﾏﾕﾐ 木本 落葉小高木 4.0

ﾆｼｷｷﾞ 木本 落葉低木 3.3

ｳｸﾞｲｽｶｸﾞﾗ 木本 落葉低木 1.7

ｼﾗｶｼ 木本 常緑高木 1.7

ｶﾞﾏｽﾞﾐ 木本 落葉低木 1.0

ﾐｽﾞｷ 木本 落葉高木 1.0

ｲﾇﾂｹﾞ 木本 常緑低木 0.3

ﾋｻｶｷ 木本 常緑低木・小高木 0.3

ｲﾛﾊﾓﾐｼﾞ 木本 落葉高木 ＊

ｸﾞﾐsp. 木本 落葉低木 ＊

高

木

層

亜

高

木

層

低

木

層

C区　　2015.09.23

階層 種名 生活型 樹形 被度（%）平均値

ｺﾅﾗ 木本 落葉高木 50.0

ｲﾇｼﾃﾞ 木本 落葉高木 33.3

ｸﾇｷﾞ 木本 落葉高木 26.7

亜高

木層

ｴｺﾞﾉｷ 木本 落葉小高木 1.0

ｱｼﾞｻｲ 木本 落葉低木 15.0

ﾑﾗｻｷｼｷﾌﾞ 木本 落葉小高木 13.3

ﾃｲｶｶｽﾞﾗ 木本（つる性） つる性常緑木本 6.7

ﾄｳﾈｽﾞﾐﾓﾁ 木本 常緑小高木 5.0

ｼﾗｶｼ 木本 常緑高木 3.3

ﾑｸﾉｷ 木本 落葉高木 3.3

ﾐｽﾞｷ 木本 落葉高木 2.3

ｶﾞﾏｽﾞﾐ 木本 落葉低木 1.7

ｻﾙﾄﾘｲﾊﾞﾗ 木本（つる性） つる性落葉木本 1.0

ｹﾔｷ 木本 落葉高木 0.3

高

木

層

低

木

層

D区　　2015.09.23

階層 種名 生活型 樹形 被度（%）平均値

ｺﾅﾗ 木本 落葉高木 56.7

ｲﾇｼﾃﾞ 木本 落葉高木 23.3

ﾐｽﾞｷ 木本 落葉高木 11.7

ｹﾔｷ 木本 落葉高木 10.0

ｼﾗｶｼ 木本 常緑高木 4.0

ｲﾇｼﾃﾞ 木本 落葉高木 3.3

ｴｺﾞﾉｷ 木本 落葉小高木 3.3

ｴｺﾞﾉｷ 木本 落葉小高木 5.0

ｳｸﾞｲｽｶｸﾞﾗ 木本 落葉低木 3.3

ｹﾔｷ 木本 落葉高木 3.3

ﾔﾏｺｳﾊﾞｼ 木本 落葉低木 3.3

ﾆｼｷｷﾞ 木本 落葉低木 1.7

ｲﾇﾂｹﾞ 木本 常緑低木 1.3

ﾑｸﾉｷ 木本 落葉高木 1.0

ｼﾗｶｼ 木本 常緑高木 0.3

ｲﾇｼﾃﾞ 木本 落葉高木 *

ｾﾝﾆﾝｿｳ 多年生草本（つる性） *

ﾅﾝﾃﾝ 木本 常緑低木 *

ﾈｽﾞﾐﾓﾁ 木本 常緑小高木 *

ﾏﾕﾐ 木本 落葉小高木 *

ﾑﾗｻｷｼｷﾌﾞ 木本 落葉小高木 *

高

木

層

亜

高

木

層

低

木

層

E区　　2015.09.23

階層 種名 生活型 樹形 被度（%）平均値

ｲﾇｼﾃﾞ 木本 落葉高木 36.7

ｺﾅﾗ 木本 落葉高木 26.7

ｸﾇｷﾞ 木本 落葉高木 23.3

ｲﾇｼﾃﾞ 木本 落葉高木 26.7

ｹﾔｷ 木本 落葉高木 20.0

ﾓﾁﾉｷ 木本 常緑高木 6.7

ｲﾛﾊﾓﾐｼﾞ 木本 落葉高木 1.7

ﾄｳﾈｽﾞﾐﾓﾁ 木本 常緑小高木 15.7

ｹﾔｷ 木本 落葉高木 6.7

ｼﾛﾀﾞﾓ 木本 常緑高木 6.7

ｶﾞﾏｽﾞﾐ 木本 落葉低木 5.0

ﾏｻｷ 木本 常緑低木 3.3

ﾏﾕﾐ 木本 落葉小高木 1.7

ﾑｸﾉｷ 木本 落葉高木 0.2

高

木

層

亜

高

木

層

低

木

層

B区　　2015.09.23
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表８．各区の草本層（林床）における生活型別の出現種数 調査日 2015.09.23  
左岸 右岸

生活型 一年生草本 二年生草本 多年生草本 木本 生活型 一年生草本 二年生草本 多年生草本 木本

Ａ区 0.0 0.0 4.0 14.0 Ｂ区 0.0 0.0 6.0 6.0

Ｃ区 0.0 0.0 8.0 12.0 Ｄ区 0.0 0.0 7.0 13.0

Ｅ区 0.0 0.0 8.0 16.0 Ｆ区 0.0 0.0 4.0 5.0

平均値 0.0 0.0 6.7 14.0 平均値 0.0 0.0 5.7 8.0

草本層の生活型別の出現種数 草本層の生活型別の出現種数

  
＜左岸＞ ＜右岸＞

 
図 11.  各区の草本層（林床）における生活型別の出現種数   調査日 2015.09.23 

生活型 一年生草本 二年生草本 多年生草本 木本

左岸 0.0 0.0 6.7 14.0 20.7

右岸 0.0 0.0 5.7 8.0 13.7

草本層の生活型別の出現種数の平均値 出現種数

の合計値

 
図 12. 左岸（A、C、E 区）と右岸（B、D、F 区）における草本層での生活型別の出現種数の平均値 
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表９．各区の草本層（林床）における生活型別の被度（%） 調査日 2015.09.23 

 

左岸 右岸 生活型別の被度（％）

生活型 一年生草本 二年生草本 多年生草本 木本 生活型 一年生草本 二年生草本 多年生草本 木本

Ａ区 0.0 0.0 10.7 10.5 Ｂ区 0.0 0.0 1.2 1.7

Ｃ区 0.0 0.0 3.7 5.3 Ｄ区 0.0 0.0 2.2 10.7

Ｅ区 0.0 0.0 2.5 16.8 Ｆ区 0.0 0.0 1.3 6.0

平均値 0.0 0.0 5.6 10.9 平均値 0.0 0.0 1.6 6.1

生活型別の被度（％）

  
＜左岸＞ ＜右岸＞

 
図 13.  各区の草本層（林床）における生活型別の被度（％） 調査日 2015.09.23 

生活型 一年生草本 二年生草本 多年生草本 木本

左岸 0.0 0.0 5.6 10.9

右岸 0.0 0.0 1.6 6.1

生活型別の被度（％）の平均値

 
図 14. 左岸（A、C、E 区）と右岸（B、D、F 区）における草本層での生活型別の被度（％）の平均値          

調査日 2015.09.23 
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表 10. 各区の草本層（林床）における生活型別の出現種毎の被度（%）    調査日 2015.09.23 
●種名の黒字は在来種、赤茶色字は外来種と園芸種    ＊印は、サブコドラート以外に出現した種 

   

＜左岸＞
＜右岸＞

Ｂ区 サB-1～サB-3

草本層 生活型 樹形 被度（%）平均値

ﾁﾁﾞﾐｻﾞｻ 多年生草本 0.33

ｶﾀﾊﾞﾐ 多年生草本 0.17

ｽｹﾞsp. 多年生草本 0.17

ﾄﾞｸﾀﾞﾐ 多年生草本 0.17

ﾐｽﾞﾋｷ 多年生草本 0.17

ﾍｸｿｶｽﾞﾗ 多年生草本（つる性） 0.17

ﾉｲﾊﾞﾗ 木本 落葉低木 0.50

ｲﾛﾊﾓﾐｼﾞ 木本 落葉高木 0.33

ｽｲｶｽﾞﾗ 木本（つる性） つる性半常緑木本 0.33

ｴﾉｷ 木本 落葉高木 0.17

ﾉﾌﾞﾄﾞｳ 木本（つる性） つる性落葉木本 0.17

ｱｽﾞﾏﾈｻﾞｻ 木本 常緑小高木 0.17

　2015.09.23

D区 サD-1～サD-3

草本層 生活型 樹形 被度（%）平均値

ﾔﾌﾞﾗﾝ 多年生草本 0.67

ｵﾆﾄﾞｺﾛ 多年生草本（つる性） 0.67

ｲﾈsp. 多年生草本 0.33

ｼﾞｬﾉﾋｹﾞ 多年生草本 0.33

ﾍｸｿｶｽﾞﾗ 多年生草本（つる性） 0.17

ﾋｶﾞﾝﾊﾞﾅ 多年生草本 *

ﾋﾖﾄﾞﾘｼﾞｮｳｺﾞ 多年生草本(つる性) *

ｱｽﾞﾏﾈｻﾞｻ 木本 常緑小高木 7.33

ﾄｳﾈｽﾞﾐﾓﾁ 木本 常緑小高木 1.00

ﾑｸﾉｷ 木本 落葉高木 0.33

ｼｭﾛ 木本 常緑高木 0.33

ﾋｻｶｷ 木本 常緑低木・小高木 0.33

ｽｲｶｽﾞﾗ 木本（つる性） つる性半常緑木本 0.33

ｸﾇｷﾞ 木本 落葉高木 0.17

ｹﾔｷ 木本 落葉高木 0.17

ｺﾅﾗ 木本 落葉高木 0.17

ﾉﾌﾞﾄﾞｳ 木本（つる性） つる性落葉木本 0.17

ｴﾉｷ 木本 落葉高木 0.17

ﾅﾝﾃﾝ 木本 常緑低木 0.17

ﾏﾕﾐ 木本 落葉小高木 *

  2015.09.23

F区 サF-1～サF-3

草本層 生活型 樹形 被度（%）平均値

ｶﾝｿﾞｳsp 多年生草本 0.67

ｲﾈsp. 多年生草本 0.33

ﾁﾁﾞﾐｻﾞｻ 多年生草本 0.17

ﾐｽﾞﾋｷ 多年生草本 0.17

ｱｽﾞﾏﾈｻﾞｻ 木本 常緑小高木 4.67

ｽｲｶｽﾞﾗ 木本（つる性） つる性半常緑木本 0.83

ｴﾉｷ 木本 落葉高木 0.17

ｴｺﾞﾉｷ 木本 落葉小高木 0.17

ｶｼﾞｲﾁｺﾞ 木本 落葉低木 0.17

  2015.09.23

Ａ区 サA-1～サA-3

草本層 生活型 樹形 被度（%）平均値

ｼｭﾝﾗﾝ 多年生草本 5.33

ｶﾝｿﾞｳsp 多年生草本 5.00

ｼﾞｬﾉﾋｹﾞ 多年生草本 0.33

ﾍｸｿｶｽﾞﾗ 多年生草本（つる性） *

ｳｸﾞｲｽｶｸﾞﾗ 木本 落葉低木 3.33

ｽｲｶｽﾞﾗ 木本（つる性） つる性半常緑木本 2.00

ｲﾇｼﾃﾞ 木本 落葉高木 1.67

ｺｺﾞﾒｳﾂｷﾞ 木本 落葉低木 1.00

ｲﾇﾂｹﾞ 木本 常緑低木 1.00

ﾏｻｷ 木本 常緑低木 0.67

ｺﾅﾗ 木本 落葉高木 0.33

ﾏﾙﾊﾞｳﾂｷﾞ 木本 落葉低木 0.33

ｴｺﾞﾉｷ 木本 落葉小高木 0.17

ｺﾌﾞｼ 木本 落葉高木 *

ｶﾞﾏｽﾞﾐ 木本 落葉低木 *

ﾉｲﾊﾞﾗ 木本 落葉低木 *

ｱｵｷ 木本 常緑低木 *

ﾅﾝﾃﾝ 木本 常緑低木 *

　2015.09.23

Ｃ区 サC-1～サC-3

草本層 生活型 樹形 被度（%）平均値

ｼﾞｬﾉﾋｹﾞ 多年生草本 1.67

ｶﾝｽｹﾞ 多年生草本 0.33

ｼｭﾝﾗﾝ 多年生草本 0.33

ﾋｶﾞﾝﾊﾞﾅ 多年生草本 0.33

ﾔﾌﾞﾗﾝ 多年生草本 0.33

ﾔﾏﾕﾘ 多年生草本 0.33

ｷﾝﾗﾝ 多年生草本 0.17

ﾋﾒｶﾝｽｹﾞ 多年生草本 0.17

ｽｲｶｽﾞﾗ 木本（つる性） つる性半常緑木本 1.67

ｲﾇﾂｹﾞ 木本 常緑低木 1.33

ｳﾜﾐｽﾞｻﾞｸﾗ 木本 落葉高木 0.33

ｺﾅﾗ 木本 落葉高木 0.33

ﾉｲﾊﾞﾗ 木本 落葉低木 0.33

ﾏｻｷ 木本 常緑低木 0.33

ｹﾔｷ 木本 落葉高木 0.17

ｻﾙﾄﾘｲﾊﾞﾗ 木本（つる性） つる性落葉木本 0.17

ﾂﾀ(ﾅﾂﾂﾞﾀ) 木本（つる性） つる性落葉木本 0.17

ｼｭﾛ 木本 常緑高木 0.17

ﾄｳﾈｽﾞﾐﾓﾁ 木本 常緑小高木 0.17

ﾅﾝﾃﾝ 木本 常緑低木 0.17

　2015.09.23

Ｅ区 サＥ-1～サＥ-3

草本層 生活型 樹形 被度（%）平均値

ﾔﾌﾞﾗﾝ 多年生草本 2.67

ｶﾝｿﾞｳsp 多年生草本 1.67

ﾔﾌﾞｺｳｼﾞ 多年生草本 1.67

ﾁﾁﾞﾐｻﾞｻ 多年生草本 1.00

ｼﾞｬﾉﾋｹﾞ 多年生草本 0.33

ｼｭﾝﾗﾝ 多年生草本 0.33

ﾋﾒｶﾝｽｹﾞ 多年生草本 0.17

ｲﾈsp. 多年生草本 *

ｺﾅﾗ 木本 落葉高木 5.33

ﾅﾝﾃﾝ 木本 常緑低木 1.00

ﾏｻｷ 木本 常緑低木 1.00

ｹﾔｷ 木本 落葉高木 0.67

ｶﾞﾏｽﾞﾐ 木本 落葉低木 0.67

ｼﾛﾀﾞﾓ 木本 常緑高木 0.67

ｴﾉｷ 木本 落葉高木 0.33

ﾏﾕﾐ 木本 落葉小高木 0.33

ｻﾙﾄﾘｲﾊﾞﾗ 木本（つる性） つる性落葉木本 0.33

ｲﾇﾂｹﾞ 木本 常緑低木 0.33

ｽｲｶｽﾞﾗ 木本（つる性） つる性半常緑木本 0.33

ｼｭﾛ 木本 常緑高木 0.17

ﾋｻｶｷ 木本 常緑低木・小高木 0.17

ｱｵｷ 木本 常緑低木 0.17

ﾑﾗｻｷｼｷﾌﾞ 木本 落葉小高木 *

ﾏﾙﾊﾞｳﾂｷﾞ 木本 落葉低木 *

  2015.09.23
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